
～１２人の尺八と１２人の箏のための～

鈴木友彦
tomohiko suzuki



楽器編成表
尺八 01
尺八 02
尺八 03
尺八 04
尺八 05
尺八 06
尺八 07
尺八 08
尺八 09
尺八 10
尺八 11
尺八 12

2 尺 3寸管 <A>　　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
1 尺 6寸管 <E>　　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
2 尺 1寸管 <B>　　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
1 尺 4寸管 <F♯>　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
1 尺 9寸管 <C♯>　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
1 尺 2寸管 <A♭>　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
1 尺 7寸管 <E♭>　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
2 尺 2寸管 <B♭>　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
1 尺 5寸管 <F>　　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
2 尺 0寸管 <C>　　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
1 尺 3寸管 <G>　　持ち替え　1尺 8寸管 <D>
1 尺 8寸管 <D>

箏 01～12　　１３絃箏

尺八　１２人
箏　　１２人
計　　２４人
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尺⼋八と箏は聴衆を囲むように時計配置にし、中⼼心に指揮者を置く

演奏者の配置図 *1

この配置が不可能な場合は次の *2の配置にする

演奏者のプライオリティーは尺八、箏、共に１２番奏者、６番奏者、３番奏者、９番奏者が高く、
その他の演奏者はそれよりも低く、すべて同じプライオリティーである。
*通常のように１番奏者がＴｏｐではないので注意。
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尺⼋八と箏を舞台上に配置した場合

演奏者の配置図 *2

練習番号と構成番号

 8 
A

通常の練習番号四⾓角に囲まれた数字

丸に囲まれた英⽂文字 曲の構成番号

Duration	  	  18ʼ’	  ca



１／４音上げる（半音の 1/2)

１／ 8音上げる（半音の 1/4)

１／４音下げる（半音の 1/2)

１／ 8音下げる（半音の 1/4)

微分音の表記 拍子の表記について以下の種類がある

臨時記号に上向き矢印

臨時記号に上向き半矢印

臨時記号に下向き矢印

臨時記号に下向き半矢印

「Frutter」 ( たまね )
↓
「メリ」

↑
「カリ」

↓↓
「大メリ」

↑↑
「大カリ」 「そらね」 「タンギング奏法」

───υ──υ───

ｍ──────

ｍ──────

「なやし」

「横ユリ」（波線のみ） 他のユリは波線の上に表記する

「風音」　任意の音程でNoise 成分が良く出るように演奏する

「むらいき」　むらいき量が一定

「むらいき」　むらいき量をこのグラフィックのように変化させる

n.v. 「Non Vibrato」

または

[1-8] 楽器の管の種類を表し、この場合は１尺８寸管を表す。

v（ブレス記号)

N.R.

流

裏

π

Off.R.

引

「スリ爪」

「柱を動かす」

「古典の引き連」(最初と最後の音をしっかり弾く )

「古典の流し爪」(最初と最後の音をしっかり弾く )

「裏連」

「左手で」

「右手で」

「余韻を切る（消す）」

「Near the Ryukaku」竜角に近いところを弾く

「Off the Ryukaku」竜角から離れたところを弾く

LH Lまたは

RH Rまたは

ハーモニクス

記譜 実音

記譜 実音

8va

記譜 実音

通常のハーモニクス
実音はオクターブ上

弦長の 1/3 の位置に指を触れ
てだす。(完全５度上の音が
でる位置に触れる）
実音はオクターブと５度上

弦長の 1/4 の位置に指を触れ
てだす。(完全 4度上の音が
でる位置に触れる）
実音は２オクターブ上

箏

共通項目

尺八

楽譜の記号について

─↑─
ツ

↑
「半押し」 「Tremolo」

↑↑
「全押し」 「波返し」

「音価通りで音を切る（消す）」 「出来るかぎりの高音」 「その時の調絃での最低音」「微妙に音程を上げる」

「シュ」 「Pizz.」

「単独のスクイ」

「打ち爪」
← ≪～

ヒ

＋

∪
「ひき」で音程を下げる ───υ──υ───

ヒ ヒ
「ひきいろ」 「つきいろ」

sec.

七 のように

＊基本的に音符に指示がない限り爪で弾くが、特に音が飛ぶ速いパッセージの場合は左手も使ってスムーズな
動きになるように演奏することが望ましい。また指示がある場合でも弾きにく場合は左手と右手を換えても良い。
＊ハーモニクスで５度または４度を押さえるもので、どうしても音が出にくい場合は通常のオクターブ上の
ハーモニクスに換えても良い。

演奏上の注意

33

この２つの表記は同じことを表している

曲中に良く出てくる というのは４分３連音符の一つ分である


